令和７年度 第４回 宇治市観光振興計画策定委員会　議事録
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　 〃 　　神居　文彰
〃　　佐脇　至
　〃　　若林　浩吉
　 〃 　　下田　千晃
　〃　　岸田　秀紀

事務局
産業観光部 部長　𦚰坂　英昭
産業観光部 副部長　前田　聖子
産業観光部 観光振興課 課長　杉本　隆之
産業観光部 観光振興課 副課長　北　久美子
産業観光部 観光振興課 観光企画係　係長　西井　利治
産業観光部 観光振興課 観光企画係　主事　田島　佳奈

資料
・令和７年度 第４回 宇治市観光振興計画策定委員会　次第
・宇治市観光振興計画策定委員会　委員名簿
・宇治市観光振興計画策定委員会設置要項
・宇治市観光振興計画策定委員会の会議の公開に関する要項
・「第２期宇治市観光振興計画中期アクションプラン（初案）」に対する意見募集結果について　資料１
・パブリックコメントへの意見の内容とそれに対する本市の考え方　資料２
・第２期宇治市観光振興計画中期アクションプラン 初案と最終案との比較　資料３
・中期アクションプランと令和８年度の取組について　資料４
・第２期宇治市観光振興計画中期アクションプラン (最終案)　資料５

１．開会

２．議事
（１）パブリックコメントの結果について
事務局より資料１、資料２、資料３、資料５について説明


委員長：
　　今の説明に対して、質問はあるか。ないようなら事務局が示した内容で了承いただいたこととする。ただし、アクションプランについては、今から内容を検討するので、その時点でご意見があればお願いする。

（２）第２期宇治市観光振興計画（最終案）について
事務局より、資料４について説明


委員長：
　　ただいまの事務局の説明について、ご意見やご質問はあるか。

委員：
資料４の1-(1)にある舞台船の改修や広場の整備などにはかなり予算がかかると思うが、市の予算は発表されている状況で、その予算はどうなっているのか。

事務局：
まず宇治プレミアム体験創出事業については、令和７年度に1,000万、令和８年度に300万、合わせて1,300万の予算を確保して、事業を進めている。天ケ瀬ダムかわまちづくり推進事業については、天ケ瀬ダムの近くに広場を整備するために、令和８年度に１億400万円ほどの予算を計上している。令和７年度と合わせて２億円程度の事業となっている。

委員：
それらの事業を進めていくにあたり、評価・修正等ができるシステムは、このアクションプランの中にあるのか。

事務局：
アクションプランの中というより、計画期間中も推進委員会で、委員の皆様と進捗を確認していき、修正などを加えながら、より良い実施体制にしていこうと考えている。

委員：
市営茶室の利用料が倍になるのはインバウンドの方だけか。

事務局：
一律使用料をおよそ1.5倍に値上げをする。

委員：
値上げした分の収入はどこに入るのか。

事務局：
入るのは市にだが、事業として、市営茶室の運営のために活用していく。

委員：
宇治はお茶が名産なので、市営茶室は観光の大きな柱になっていくと思う。市民の活用は想定しているのか。

事務局：
たくさんの市民に対して、茶道の普及や宇治茶の文化を感じていただくための施設として位置付けている。

委員：
非常に良いアクションプランなので、柔軟に修正を加えながら、実施していただきたい。今朝、読売新聞のシビックプライドの記事で、宇治市が京都府内では１位だった。このシビックプライドは19世紀のイギリスの考えなので、そのまま受け入れることはできないが、市民が市に対してそのような思いを持っているということは非常に大事なことである。逆に市民の方が観光についてどの程度考えているかが気になった。パブリックコメントにおける提出者の年代や地域別の把握はしているのか。

事務局：
地域や年齢の把握はしているが、公表は控えさせていただいている。

委員：
事務局で把握していれば良いと思う。アクションプランにごみなどの観光に関するネガティブな部分は入っているか。

事務局：
資料５の26ページ「4－(4) 快適に観光できる環境の整備」の中に、新しく重点項目として「⑤市民生活と調和のとれた観光地づくり」を記載させていただいている。ここではごみ及びマナー問題についても検討している。また「③宇治川周辺の憩いの提供と美しい景観づくり」も質の高い環境整備を目指すとして重点項目としている。


委員長：
ごみ問題について、商店街の考えはいかがか。

委員：
ごみ問題については、近隣４商店街、観光振興課、観光協会と定期的に意見交換をおこなっている。平等院周辺でごみ問題が発生しており、平等院さんに負担がかかっているので、今後、様々な調査を行うことが決まっている。

委員長：
今回、計画の中で、きちんと位置付けられたので、行政としても対応していただけると思う。

委員：
資料５の９ページのマトリックス図について、宇治市としては満足度と期待度のどちらを上げることに重きを置いているのか。

事務局：
令和６年については約614万人の観光客にお越しいただいているので、まずは満足度を高めることが早急な課題だと考えている。ただ、新たな観光客にもお越しいただきたいので、SNSやホームページ等の情報充実を図り、魅力発信をしながら、期待度を高めることも合わせて進めていくべきだと考えている。

委員：
満足度と期待度の研究で、満足度と期待度は相関関係にあり、期待度が上がれば満足度も上がるというものがある。逆に満足度だけ上げようとしてもなかなか上がらないとのことである。観光現場としては、満足度を上げることに注力しがちだが、期待度を上げていかないと満足度は上がってこないのも事実だと思う。

委員：
自分はインバウンド観光客についての調査をしているが、プレミアム化というのは非常に重要な言葉になる。ここ1週間くらいイギリス人とコロンビア人の研究者を案内しているが、日本は単価が安すぎると言う。食事であればイギリスだと何倍もの価値があると言われる。コロンビアは日本より平均年収は低いが食事の値段は変わらないと言う。二重価格は難しいかもしれないが、世界的な観点から見たときに、我々が提供しているものは我々の感覚より価値があるものなので、それに合う何らかの形を開発していかないといけないと思う。特に2024年からの抹茶は世界的なブームなので、抹茶と言ったら宇治と連想させるような情報発信をすることも必要だと思う。それと１泊10万円から20万円するようなプレミアムなホテルがあれば、また違う客層の方が来て、違う展開が生まれる可能性があると思う。最後に人材育成が様々な産業戦略の中で重要となっており、半導体の工場ができる熊本県では半導体工場で働く方を育成するための専門学校ができている。宇治の場合は抹茶に関する人材を育成するようなものを、行政が支援して行えば、長期的な宇治市の発展につながると思う。

委員長：
29ページに観光消費額の目標値があり、10％増加としているがどうか。

委員：
数値だけで言うと、３ページ目に訪日外国人旅行者数が3,687万人となっているが、最新の数値だと4,268万人と20％増加しているので記載するか検討してほしい。

委員長： 
訪日外国人旅行者数は20％増なので、観光消費額の目標値、10％増を超える数値を達成できる可能性がある。ぜひチャレンジをしてほしいというご意見であった。

委員：
業界では抹茶バブルという言い方をしている。そのピークが去年の11月だったので、少し落ちてきているが、世界的な需要は引き続きたくさんある。アクションプラン内にあるプレミアム化をしていかないと静岡県、鹿児島県などの国内産地だけでなく、安くてそれなりにいいものを作っている中国にも負けてしまう。スターバックスの抹茶の約７割は中国産と言われている。宇治は世界中から見ても、トップの生産地であり、800年の歴史を持っているので、ぜひともプレミアム化を進めていっていただきたい。インバウンドに関しては、アジア圏が非常に多く、中国が渡航制限をしてから、影響があるところと影響がないところの２極化が進んでいる。影響を防ぐためにも、アジア圏だけでなくヨーロッパや北米、中近東に向けても、宇治市からトップセールスをやっていただきたい。

委員：
先ほど、お話があったように、世界の標準的な価格と日本の価格は違いがあるので、二重価格ではないが、何らかの形で検討していく必要がある。宇治市は京都市のように宿泊税は取っているのか。

事務局：
取っていない。

委員：
宿泊税を検討したり、外国人観光客相手だと二重価格を本当に検討してもいいかもしれない。そのあたりどうするかを考えていただきたい。

委員長：
　　７月１日から出国税が1,000円から3,000円に上がり、上がった分を国の観光に関わる予算に充てて、予算2.4倍にするという大胆な観光税を導入するので、税金の使い方が日本国内でかなり循環していくと思う。観光税に関する検討が全国の自治体で起こっており、来ていただいた方から、いかに地域にお金を循環させるかについては、観光税も一つの手だと思う。京都府の北部でも宿泊税の導入を検討しているところもある。宇治市には宿泊施設がないので、何らかの形で税を取れる方法を考えることが課題だと思う。

委員：
宇治市民は市外でお金を使うことが多いので、観光客からお金を稼いでも外に流れていってしまう状況である。市民の方も楽しめる形にすることで、市内でお金を使ってもらう形にすれば、コロナのような状況になっても一定の収入は確保できる。パブリックコメントの中で「響け！ユーフォニアム」や京アニをもっと活用すべきであるという意見があったが、それらは若い人等には大きな存在だと思うので、常設の展示場があってもいいのではないかと思う。

委員長：
市民の方々にも消費してもらわないと観光客のためだけの店になるので、重要なご意見だと思う。

委員：
計画がまとまり、あとは推進して、結果を出していくことが重要なので、宇治市にリーダーシップをとってもらい、経済波及効果を増やしていっていただきたい。宇治市だけでなく、山城地域に欠けているのが宿泊施設なので、先ほど話しにあった富裕層向けのプレミアムな宿泊施設が一つでもあれば、観光消費額の単価も上がるし、商業や観光業者の方々の経済状況もかなり変わってくると思う。また市民の意識も変わってくると思う。ただ誘致などは行政のリーダーシップがないとなかなか進まないので、引き続き支援していっていただきたい。

委員：
計画がまとまり、この先、事業を進めていく中で、ほかの自治体でも同じようなことをやって、観光客を呼ぼうとしているので、宇治市にしかないもの、宇治市に来る理由が必要になってくると思う。お茶に関しても、単にお茶ではなく、800年の歴史のあるお茶であること、歴史に関しても「源氏物語」につながる本物があることをプロモーションしていくことが必要である。宇治に来る理由を持つファンを作ることが重要であり、そのような宇治に愛着を持つ方々は何度も宇治に来てくれるし、プレミアムな観光を支えてくれる人だと思うので、宇治市にはそのような視点での何かとがった施策をうっていただきたい。そのようなファンにつながるものには、修学旅行も大きいと思う。オーバーツーリズムの報道が先走り、本当でない報道までされており、そのため関東の学校が京都市内を避ける傾向がある。オーバーツーリズムは一部では起こっているが、すべてのエリアで起こっていることではない。実際には京都市内が行きにくい場所にはなっておらず、事実と異なるので、私たちとしても首都圏の学校に呼びかけている。その中でどうしても京都市内を避けたいのであれば、宇治市なら、周遊チケット利用すれば、勉強しながら１日で回ることができることを、東京の中学校の校長が所属する協会の方々に来てもらい、紹介をしたこともある。修学旅行で来てもらい、愛着を持ってもらい、大人になってまた来てもらうということは、京都市内だけでなく、宇治市でも可能だと思う。また修学旅行の学習ツールを整えることも重要だが、地元の小中高の生徒に宇治を知ってもらう学習をおこなうことで、シビックプライドにつながると思う。今後、日本人が減っていく中で、若い人にリピーターになってもらうために、学生に対して、取組をおこなっていただきたい。

委員：
京阪として、アクションプランの内容的にも様々なところで関わりをもたせていただくことになると思うので、一緒に連携していきたいと思う。アクションプランの表記の仕方で、「取り組みます」、「努めます」などの抽象的な表記になるのは、行政の計画として仕方がないという説明があったが、「目指します」という文言は「○○を目指すために、○○します」のほうが、説得力があると思う。最終案なので、修正できるなら、検討いただきたい。

委員長：
事務局、表現方法について、検討をお願いする。

委員：
資料５の33ページ「宇治市までの主な移動手段」について、近鉄の利用が平成28年に比べて増えているので、弊社としても施策をうっていきたいと思う。先日、伊勢のほうでインバウンドに力を入れていくのが難しいという話があった。その中で言われていたのが、案内看板が少ない、行き方が分かりづらいということだったので、言語表記を充実させれば、インバウンドの方の満足度が上がると考えている。弊社のグループである志摩観光ホテルのザ・クラシックやザ・ベイスイートは７万から８万の部屋があるが、我々には高く感じても、インバウンドの方からすると安いと感じるので、逆に敬遠されると聞いている。ラグジュアリーホテルはやはり10万以上が基本と言われている。日本のおもてなしをしっかりしてくれるホテルが一番いいとよく聞くが、ホテルを誘致する場合、海外系列が多くなり、英語表記であったり、日本人が求めるおもてなしが少なくなるので、インバウンドの方だけでなく、日本の方の視点にも立って考えていただきたい。

委員：
プレミアムというのはそこに受け入れる仕掛けがあるかどうかだと思う。これからは平等院の近くにプレミアムな宿泊施設を造るなど、具体的なことを市は考えていかないといけない。リピーターはその人が訪れたくなるのではなく、訪れたくなる仕掛けがあるからリピートしてくれるのである。宇治茶はプレミアムではない。ハイプレミアムである。それを目指すべきである。そのお茶から派生するスイーツなどは「バレンタインは宇治」というようなキャッチコピーを作れるような仕掛けを作っておく必要がある。また、観光客の満足度が上がることで、市民の満足度も上がる仕掛けを作っていかないと、まちとして成り立たないのではと考えている。実際に訪れたくなる仕掛けから、訪れた人の満足が上がり、それを支える市民の満足度も上がるような循環ができると嬉しいと思う。宇治が京都府南部の観光窓口となり、宇治が南山城の観光のコアとなる場所になってほしい。

委員長：
皆様からさまざまな意見をいただいた。資料４の１ページの下の図だが、今のままだとそれぞれが離れていて、個別にやっていく感じになっているので、自分は寂しく感じる。重なり合って、真ん中に取組としたほうがいいのではないか。それではアクションプランへのご意見は以上とする。続いて「3．その他」に移る。

3．その他
（１）今後の観光振興に向けて（意見交換）

委員長：
このアクションプランや観光計画以外でもいいので、何かあればご意見や情報交換をしていただきたい。策定委員会は今日が最後になり、皆さんに集まっていただく機会が貴重となるので、よろしくお願いする。

委員：
大学ではどんな人材育成をしているのか。

委員：
大学は人材育成を一番の目的とする場所である。自分の学部では、観光コース、地域政策コース、食農マネジメントコース、地域デザインコースに分かれており、学生自身の関心や将来の方向性によって変わってくる。観光コースの場合だと、ＪＲなどが行っているインターンシップやプロジェクトに参加して、将来的には鉄道関係や旅行関係に就職している。

委員：
宇治市と関係するものはあるか。

委員：
今のところないが、機会があれば、連携していきたい。

委員：
そのような活動は実際に観光地に行くので、大切なことになっていく気がする。

委員：
１回生のときにフィールドワークに行き、自分なりにモデルコースを作ったり、優良なコンテンツを体験することを、毎年、おこなっている。観光関係に興味を持ち、就業したいという学生はかなり多くなっている。

委員：
京都文教大学では通信制高校が４月から始まるが、学校があり、子どもたちが中宇治を歩くなどの機会があることは、地域として非常にプラスになっていくと思う。宇治は医療面でも充実しているので、高度医療を求めて訪れた人たちが、合間の時間で観光してもらうようなことも取り入れていければいいと思う。

委員：
トビケラが年に何回か大量発生するが、これは観光に影響を与えているのか、またこれは宇治だけなのか、もっと広い範囲なのか、教えていただきたい。

事務局：
動向調査でもトビケラの意見をいただいており、地元の商店の方からも営業に対して影響が出ていると聞いている。宇治橋を起点とした宇治川エリアから声をいただいている。

委員：
観光客からはないのか。

事務局：
トビケラが嫌だったという声もいただいている。

委員：
アクションプランの中でマイナスなことをあえて記載する必要があるのかと思う。宇治市やまちの人たちはどのような対処を行っているのか気になった。

委員：
宇治橋通りはそこまで影響はないが、宇治川右岸の源氏タウンは観光客の方々がかなりの不快感を持っており、悪影響が出ている。もちろん平等院通りも同じである。４つの商店街で、トビケラ連絡協議会というものがあり、ＬＩＮＥグループでトビケラの状況を常時情報交換している。宇治市のほうでも年に何回か殺虫剤を散布してもらっているが、それとは別にトビケラ駆除の専門チームと宇治市がやり取りしていることも聞いている。その専門チームの研究者と話をすると、殺虫剤だと生態系に影響があるので、機械で駆除する方法を研究しているとのことだった。専門チームは大きな駆除会社なので、非常に期待ができる内容だった。宇治市民はトビケラに慣れていると思うが、外から来る観光客は不快感を持たれていると聞いている。

委員：
トビケラは平等院のほうの店舗にも大量にいて、入り口に蚊帳のような網や扇風機を設置したり、蚊取り線香を置いたりしている。特に不快に思われるのが、トビケラ本体ではなく、お尻から出る粘液が付いた窓ガラスが目にはいった状態で食事をされることである。宇治だけでなく琵琶湖疏水にもトビケラが多くおり、日に何度か、歩いて消毒をされている。宇治の場合は川が大きいので難しいかもしれないが、ほかの地域でも苦労されている。水がきれいだからトビケラが発生すると説明しても、それは対策には全くならないので、先ほどの方法で数が減ればありがたい。

委員：
観光には普通にマイナスである。

委員：
観光振興計画の中にも入っている京都アニメーションの「響け！ユーフォニアム」に関して、10年前に放送された当時は、これが観光につながるのかと思っていたが、コンテンツツーリズムが専門の片山委員が、これは観光の一つになると言われたので、活動を一緒にさせていただいた。3期まで放映されて、今年、劇場版も公開されるが、１期、２期、３期と続くごとにファンが増えていき、第３期はＮＨＫで放映されたので、影響力が大きかった。ＮＨＫはリアルタイムで中国でも観られるので、中国人のファンが莫大に増え、渡航制限がされている状況でも、宇治に来られるファンの方は減っていないと感じる。今、京阪電車さんも頑張っているので、我々もこの「響け！ユーフォニアム」の存在は非常に大きいと感じている。ただ、パブリックコメントにあったように、一部行き過ぎたファンの方々もおり、着ぐるみを着て不審感を持たれていた方はそれを気にして、自分で警察の生活安全課に行動に問題ないか相談に行かれていた。その結果、禁止ではないが、お気をつけくださいでとどまっている。

委員：
新幹線のエントランスに宇治のブースがあり、「うじには物語がある」の映像が流れているが、同じように空港にもあれば影響力は大きいと思う。また「響け！ユーフォニアム」はスマホ納税とコラボしたりと、潜在的に押し上げる力は持っているので、次の宇治が舞台となったコンテンツが出てくればうれしい。それとアンテナショップをやるなら、東京や関空などでやっていただいて、宇治に来たいと思う仕掛けを作っていただきたい。

委員：
弊社のほうでも10月から12月にかけて、刀剣乱舞とＩＰコラボをおこない、デジタルスタンプラリーを実施した。推し活をされる方はお金を惜しまないためか、参加人数は14,000人となり、20代から30代の方が6割強で、大半が女性であった。弊社としても新規顧客を獲得できた施策となった。また他県になるが、茨城県のほうで、「薬屋のひとりごと」を使った施策を10月18日から１月中旬までおこなっていた。「薬屋のひとりごと」と茨城県は全く関係がないが、約10,000名が来たと聞いているので、このようなＩＰコラボの施策は非常に強いコンテンツになる。

委員： 
あべのハルカスでも映像を流してもいいと思う。

委員：
ＪＲ東海でも「薬屋のひとりごと」とコラボをしており、新幹線の車内で声優さんの声を聞いた後に京都を回るという施策をおこなっていた。

委員：
近鉄の大久保駅で降りてもらえる方法も作れると思う。

委員長：
本日は忙しい中、ご意見をいただき、感謝する。以上で第４回宇治市観光振興計画策定委員会を閉会する。進行を事務局に返す。

事務局：
　　坂上委員長、委員の皆様、本日は貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。今後のスケジュールについて、３月上旬に産業・人権環境常任委員会に最終案を報告し、４月上旬には第２期宇治市観光振興計画中期アクションプラン及び宇治市観光動向調査の公表をおこなう。計画冊子が完成後、委員の皆様に送付させていただく。それでは最後に宇治市産業観光部部長の𦚰坂よりあいさつをさせていただく。

4．閉会
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